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促成ピーマンの経営と問題

石油危機とピーマンの生産

西南暖地の施設園芸は，冬期温暖，多日照とし、う気象

条件の優位性を生かして，順調な発展をとげてきた。

とくに，ピーマン等の高温性果菜類の促成栽培は，生

産の規制要因である温度条件に恵まれたうえに，加温技

術の普及により，生産地域が拡大してきたよい事例であ

る。

だが，生産地域第 1表 昭 和49年度ピーマン投入産

の拡大は，主産地 出結果 (10a当り)(昭和50年高知農技研)
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不安定化につなが
注〉統計資料:中国四国農政局高知統計情報事

ってきずこ。 まTι 務所資料 (49.12.発表)

昭和48年秋からの石油危機に端を発した加温用燃料，ビ

ニーfレ等の生産資材の高騰は，経済的有利栽培を行うた

めの技術水準の向上と，生産費の低減をはかることを急

務としてきた。

第2表 昭和49年度ピーマンの損益分岐点

(lCa当り)

注)損益分岐点の粗収益=固定費+(1一変動費率〉

石油危機を契機としたハウス諸資材の高騰の影響で，

昭和49年度ピーマンでは，前年対比でみると燃料費で

180%， :施設費で 180.9%，ビニール費で、 170%，経営費

では 154.9%の経費増となっている。(昭和49年，高知

県農林部，経営試算資料〉

調査農家に見る

諸資材費の高騰と経営費の動向

第 1表の調査農家の例でも，経営費が， 1，106，951円

ι燃料費を中心とじた諸資材の高騰が経営費を著しく

高めている。とくに，高温性作目で、あるピーマンは， ト

マト，キュウリ，ナス等の比較的低温で栽培できる作目，
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と比べて，加温に要する燃料費の割合が高く，この調査

例でも経営費の中で，燃料費が29.5%の割合を占めてい

る。

夜温処理とピーマンの果実収量，形質

重油使用量の多少と収量との関連性

ピーマンの夜温で適温とされている 180C恒温処理区

を標準として， 160C， 140C と各々 20C きざみに温度

を下げて生育，果実収量，形質等の反応について試験し

た結果では，夜温を 16........，140 C とすると果実収量，形質

が著しく劣った。

第3表 ピーマンの夜温処理と果実収量，形質

注)収穫期間 1 月末~3 月末

果皮色 1:濃緑色 2:緑色 3:淡緑色

この試験結果から試算してみると，

1) 夜温160Cとした場合の加温経費の節減額

86，800円 (4kQx21.7円〉

た父し， 10 a当り燃料消費量は，夜温 180Cで

16kQ，夜温160Cで12kQとする。

2) 夜温160 Cとした場合の粗収益の減額

511，000円 (3.5ton X 146円〉

たどし， 10 a当り収量は，夜温180Cで10.5ton，

夜温160Cで7tonとする。

夜温 160Cで恒温処理をすると，燃料費の節減額より

収益の減額が多く，経済栽培は成り立たない。

このことから，ピーマンでは，夜温を下げて燃料費の

節減を図ることよりも，加温燃料の効率的利用と保温対

策の徹底化とともに，効率的な温度管理を行うことで収

量，品質を向上させることが得策と思われる。

本県安芸郡下における 1園芸組合の重油使用量と収量

の調査結果でも，気象条件に恵まれたために，燃料使用

量は全般に少いが，重油使用量と収量との間に関連性が

認められ，重油使用量が10a当り 20kQくらいまでは，重

油使用量の多い方が多収につながる傾向がみられた。
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ピーマンの経営適正規模と

損益の分岐点について

次に，前記の園芸組合における経営規模と収量と

の調査結果をみると，基幹労力 1人当りのハウス面

積が10a以上15a未満は，経営規模に関係なくほど

収量は一定であり，この範囲内が経営の適正規模と

思われる。
収

しかし，基幹労力 1人当りのハウス面積が15aを 量

第 1図 昭和49度度ピーマンの重油使用量と収量
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粗放型の作目の範ちゅうにはいると思われる。

栽培管理のための

労力投入を惜しむな

近年，装置化による省力化技術が進んで経営規模

の拡大が図られてきたが，第 2図の調査事例でも，

10 a当り収量が 9tonから 14.5tonまで相当の収量
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第 2図 基幹労力 1人当りハウス面積および 下で採算が成り立つ結果となって

いる。現在では，この調査の時点

と比べ，諸生産資材は高騰してお

り，安定した経営を図るには，高

位生産農家の線まで収量水準を引

経営規模と収量〔ピーマン)
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き上げる必要があろう。

作付調整と計画出荷による

市場価格の安定と上昇を
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これとともに，全般的な問題と

して，作付調整と計画的出荷によ

る市場価格の安定，上昇を図るこ

とが必要である。
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巾があり，栽培管理面での労力投入量の差が，収量水準

の差Jとなりて現われていると思われるので，極力，粗放

栽培はさけなければならない。

第 2図の調査事例から， 1人当りハウス面積の多少と

収量水準との関連性をみると，基幹労力 1人当りのハヴ

ス面積が15a以上の階層の10a当り平均収量が 10.4toh

であるのに比べ，基幹労力 1人当りのハウス面積が10a 

以上15~'a. 未満の階層の10 a，当り平均収量は 11.9 tonと，

前着工 iり，14.4%高い収量水準にある。

まずこ， 10a当りの収量が 13ton台にある高位水準農家

は， '調査農家の中で20.6%を占めるにすぎない。

第 2表から調査農家の損益分岐点をみると， 9，0万円以
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